
近
代
解
剖
学
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
絵
画
の
協
力
な
く
し
て
は
生
ま

れ
な
い
。

シ
，
く
舟
昌
５
二
五
一
四
’
一
五
六
四
）
は
一
五
四
三
年
、
解
剖

学
書
「
人
体
の
構
造
に
関
す
る
七
章
の
害
」
（
通
称
再
胃
圃
ｇ
ｏ
と
）

を
バ
ー
ゼ
ル
で
出
版
し
た
。
同
書
の
三
百
余
枚
に
お
よ
ぶ
木
版
の

解
剖
図
は
、
聾
ｇ
富
国
ぐ
四
．
困
豐
肉
冑
（
ｏ
巴
８
『
・
一
四
九
九
’
一
五

四
六
）
ら
が
画
い
た
。
彼
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
巨
匠
弓
詳
国
口
○
に
師

事
し
た
フ
ラ
ン
ド
ル
の
画
家
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
人
体
解
剖
の
観
察
所
見
を
、
Ｆ
口
陸
ぐ
冒
凰
の
透
視
図

法
を
用
い
て
、
巧
徹
で
美
麗
な
芸
術
性
高
い
図
に
表
現
し
た
・
声
扁

甸
号
臥
８
』
は
解
説
・
傍
注
・
図
版
を
周
到
に
構
成
し
た
解
剖
学
書

で
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
屍
体
に
動
的
な
所
作
を
与
え
、
い
わ
ば

〃
生
き
て
い
る
屍
体
″
と
い
う
意
外
性
と
寓
意
性
を
誇
示
し
た
。

弱
Ｇ
・
ビ
ド
ロ
ー
の
楽
譜

中

原

泉

彼
ら
の
解
剖
図
は
、
そ
の
斬
新
さ
を
も
っ
て
人
々
を
驚
嘆
さ
せ
、

そ
の
美
術
性
を
も
っ
て
人
々
を
魅
了
し
た
。

く
隅
農
５
か
ら
一
四
二
年
後
の
一
六
八
五
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の

⑦
○
く
、
ａ
國
巳
８
二
六
四
九
’
一
七
一
三
）
は
、
「
一
○
五
図
の
人

体
解
剖
学
」
（
以
下
「
一
○
五
図
」
と
い
う
）
を
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

上
梓
し
た
。
彼
が
く
閉
島
尻
を
越
え
る
べ
く
企
て
た
の
は
、
図
版

に
簡
明
な
注
釈
を
付
し
た
銅
版
の
解
剖
図
譜
で
あ
っ
た
。
同
図
譜

は
屍
体
の
一
部
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
徹
底
し
て
即
物
的
な
ス

ケ
ッ
チ
を
顕
示
し
、
陰
影
や
小
道
具
を
用
い
た
誇
張
し
た
筆
致
な

が
ら
、
感
情
移
入
の
な
い
乾
い
た
リ
ア
リ
ズ
ム
を
迫
真
的
に
実
写

し
た
。前

後
す
る
が
、
解
剖
図
の
成
否
は
画
家
の
力
量
が
左
右
す
る
こ

と
を
く
隅
農
吊
に
学
ん
だ
国
邑
８
は
、
一
流
の
画
家
の
、
国
己

号
旨
弓
舟
路
二
六
四
○
’
一
七
二
）
に
白
羽
の
矢
を
た
て
た
。

伊
昌
・
朋
開
は
一
六
四
○
年
、
ベ
ル
ギ
ー
東
部
の
リ
ェ
ジ
ュ
に
生

ま
れ
た
。
彼
は
画
家
で
あ
っ
た
父
親
の
影
響
を
う
け
て
、
幼
少
よ

り
絵
画
に
親
し
み
、
青
年
時
代
に
は
古
典
主
義
的
画
風
に
惹
か
れ

た
。

当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
後
の
十
六
世
紀
末
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に
始
ま
っ
た
バ
ロ
ッ
ク
芸
術
が
開
花
し
て
い
た
。
バ
ロ
ッ
ク
は
複

雑
・
華
麗
・
奔
放
な
芸
術
様
式
で
、
絵
画
で
は
現
実
性
と
感
受
性

を
強
調
し
た
華
や
か
な
色
彩
美
を
描
出
し
た
。
一
方
、
十
七
世
紀

か
ら
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
は
、
バ
ロ
ッ
ク
の
反
動
と
も
い
え
る
古
典
主

義
が
勃
興
し
て
い
た
。
こ
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
は
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー

マ
の
古
典
復
古
を
志
向
し
、
明
快
・
節
度
・
調
和
と
い
う
形
式
美

を
追
求
す
る
芸
術
様
式
で
あ
る
。

本
来
、
バ
ロ
ッ
ク
は
動
的
不
調
和
と
劇
的
情
感
を
誼
い
、
古
典

美
と
は
対
脈
す
る
芸
術
思
潮
で
あ
る
。
こ
の
相
反
す
る
二
つ
の
時

代
の
潮
流
の
な
か
に
あ
っ
て
、
伊
臼
吊
膀
①
は
フ
ラ
ン
ス
古
典
主
義

に
傾
倒
し
、
リ
ェ
ジ
ュ
の
教
会
に
宗
教
画
を
描
い
て
評
判
を
と
り
、

古
典
を
題
材
と
し
た
装
飾
画
を
得
意
と
し
た
。

旨
胃
朋
①
は
一
六
六
五
年
、
二
五
歳
の
と
き
勇
躍
、
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
に
移
住
し
た
。
彼
は
バ
ロ
ッ
ク
に
陶
酔
し
て
い
た
オ
ラ
ン

ダ
に
、
古
典
主
義
を
移
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
の
ち
に
国
巨
○
○
は

ヨ
○
五
図
」
の
序
文
の
な
か
で
、
「
私
は
メ
ス
を
用
い
て
、
す
べ

て
を
で
き
る
限
り
実
物
ど
お
り
の
大
き
さ
に
、
迫
真
的
に
描
か
れ

る
よ
う
大
き
な
努
力
を
払
っ
た
。
そ
れ
ら
の
図
は
、
現
代
の
画
家

の
偉
大
な
光
、
⑦
叫
曽
匙
号
旨
胃
腺
附
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と

記
し
た
。
彼
が
実
物
大
の
迫
真
的
な
解
剖
図
を
欲
し
、
冒
胃
①
胡
①

の
透
徹
し
た
写
実
主
義
に
全
幅
の
信
頼
を
お
い
て
い
た
こ
と
が
分

つ
（
》
０

足
か
け
十
年
を
か
け
て
、
彼
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
解
剖
学
と
オ
ラ
ン

ダ
絵
画
を
配
剤
し
て
、
実
に
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
解
剖
図
譜
を

つ
く
り
あ
げ
た
。
そ
れ
は
、
医
学
と
芸
術
の
結
合
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
国
邑
８
は
少
年
時
代
に
詩
文
や
劇
作
に
熱
中
し
、

長
じ
て
か
ら
も
一
六
九
三
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
軍
病
院
の
軍
医
総

監
に
任
ぜ
ら
れ
る
頃
ま
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
劇
場
の
オ
ペ
ラ
の

歌
曲
や
演
劇
の
台
本
を
書
く
な
ど
、
余
技
を
こ
え
た
玄
人
は
だ
し

の
才
入
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
た
と
い
う
。

そ
こ
で
、
宣
○
五
図
」
の
一
葉
か
ら
、
三
百
年
前
に
生
き
た
ア

マ
チ
ュ
ア
芸
術
家
国
昌
８
と
、
リ
ア
リ
ズ
ム
画
家
伊
昌
吊
朋
①
の

活
動
の
一
端
を
甦
え
ら
せ
て
み
た
い
。

（
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
・
医
の
博
物
館
）

ワQQ
竺JJ (147）


